
授業科目
臨床技術学科専門

【担当教員名】 対象学年 ２ 対象学科 臨床

山本　正治
開講時期 前期 必修選択 必修

単位数 ２ 時間数 30

【カリキュラムポリシーとの関連性】

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現

◎ ○ ○

【概要・一般目標：GIO】

地域社会の中で生活するすべての人々の健康に関する問題や衛生行政の仕組みなどについて理解し、将来直面する健康課題への対応

力を習得する。

【学習目標・行動目標：SBO】

１．公衆衛生の意義を説明できる。

２．衛生統計の求め方や疫学の手法について説明できる。

３．環境と人々の健康との関わりについて概説できる。

４．ライフステージ毎の健康課題について説明できる。

５．衛生行政の仕組みや国際保健について説明できる。

回
数

授業計画・学習の主題
SBO
番号

学習方法・学習課題
備考・担当教員

１ 公衆衛生学総論 1 講義

２ 公衆衛生の意義 1 講義

３ 人口統計 2 講義

４ その他の衛生統計 2 講義

５ 疫学 2 講義

６ 環境と健康（１）地球環境、生活環境 3-4 講義

７ 　　　　　（２）感染症の発症と予防 3-4 講義

８ 　　　　　（３）物理的環境、化学的環境 3-4 講義

９ 　　　　　（４）環境リスクの評価、環境検査法 3-4 講義

10 健康の保持増進（１）栄養保健、食品保健 3-4 講義

11 　　　　　　　（２）母子保健、学校保健 3-4 講義

12 　　　　　　　（３）成人保健、老人保健 3-4 講義

13 　　　　　　　（４）精神保健、産業保健 3-4 講義

14 衛生行政、医療制度 5 講義

15 社会保険、社会福祉、国際保健 5 講義

【使用図書】 ＜書名＞ ＜著者名＞ ＜発行所＞ ＜発行年・価格 他＞

教科書
（必ず購入する書籍）

参考書
シンプル衛生公衆衛生学

国民衛生の動向

その他の資料
講義時に関係資料を配布する。

【評価方法】

定期試験

【履修上の留意点】

公衆衛生学


